
編
集
後
記

　
コ
ロ
ナ
感
染
の
第
７
波
が

続
く
中
、
令
和
３
年
度
の
決

算
認
定
が
終
わ
り
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

も
７
ヶ
月
を
越
え
更
に
長
期

化
の
懸
念
と
ロ
シ
ア
の
無
差

別
攻
撃
、
歴
史
を
70
～
80
年

遡
り
し
た
か
の
よ
う
な
残
虐

な
殺
戮
の
証
拠
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
地
球
環

境
の
維
持
や
人
類
の
存
続
可

能
な
発
展
を
め
ざ
し
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
Ｓ
と
は
相
容
れ
な
い
戦
争

を
一
日
も
早
く
終
わ
ら
せ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
取
り

戻
す
た
め
私
た
ち
も
協
力
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
コ

ロ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
よ

り
大
き
く
崩
さ
れ
た
経
済
の

民
主
的
立
て
直
し
と
町
民
の

皆
様
の
暮
ら
し
を
少
し
で
も

良
く
出
来
る
よ
う
な
議
会
活

動
を
目
指
し
ま
す
。

Ａ
・
Ｍ

◎
広
報
委
員

　委
員
長

　大
羽
賀

　進

　委

　員

　牧
山

　
　明

　
　
　
　
　萩
原

　宗
仁

　
　
　
　
　梶
野

　寛
丈

９月定例会の内容をお伝えします
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町
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野
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会
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よ
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令
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４
年

１
０

月
第

１
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３
号

令
和

４
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１
０

月
２

５
日

発
行

ＱＲコードから議会

だよりをダウンロー

ドできます

表紙：浅間牧場（説明16ページ）
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西吾妻福祉病院組合例月出納検査及び決算審査

第１回長野原町民生委員推薦会

吾妻広域町村圏振興整備組合議会 第２回定例会

吾妻環境施設組合議会 第２回定例会

吾妻郡町村議会議長会定例総会

議会運営委員会

東中学校 体育祭

西中学校 体育祭

町老連 輪投げ大会

長野原町議会全員協議会

令和４年９月第３回長野原町議会定例会

応桑小学校 運動会

第５回北軽井沢連絡会議

北軽井沢小学校 大運動会

第４９回吾妻地区福祉パレード

令和４年９月第３回長野原町議会定例会（２日目）

令和４年９月第３回長野原町議会定例会（最終日）

第７回 JGN 関東ブロック大会 in 浅間山北麓

３組合議会（環境衛生施設組合・衛生施設組合・西吾妻

福祉病院組合）

西吾妻福祉病院管理運営協議会

応桑こども園運動会

第 1 回地域公共交通活性化協議会

中央こども園運動会

戦没者追悼式

広報編集委員会

西中学校 校内文化祭

東中学校 校内文化祭

群馬県町村議会議長会理事会

プロポーザル審査委員会

浅間牧場活性化委員会

町村議会議長会 全国大会

東三河広域連合 視察受入

議会行政視察

議会運営委員会

　そろそろ紅葉の時期になります

ね。天丸山・県境への遊歩道を

通って浅間牧場の大自然を満喫し

てはいかがでしょうか。

議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

　応桑小学校６年生児童たちが議場を見

学し、議会事務局長と意見交換をしまし

た。

　議長席に誰が座って写真をとるかジャ

ンケンで決めている姿を微笑ましく思い

ました。

　7月21日に片品村議会総務観光常任委

員会の視察を受け入れました。テーマが

“八ッ場ダムの活用と地域振興につい

て”でありましたので、つなぐカンパ

ニーながのはらの佐藤会長をお招きしご

対応いただきました。

議会の主な活動

議会活動報告

表紙の写真

8月

9月

10月

11月



９月定例会（各会計補正予算）

９月定例会で

こんなことがきまりました

３　　　ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１３３ ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１３３　 　２

　行政報告   　　　　　………　１件

　専決処分   　　　　　………　２件

　人事案件   　　　　　………　２件

　主なものを当㌻より掲載します。

　条例改正　　　　　　………　３件

　補正予算　　　　　　………　４件

　決算認定　　　　　　………　９件

　合　　計　　　　　　……　２１件

○９月定例会（会期９/８ー21）

関連㌻

８

３

議 案 番 号

議

　
　案

報

　告

承

　認

諮

　問

認

　定

議　案　名 内　　容

財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告 令和３年度決算における当該比率について報告するもの１号

専決処分の承認 令和４年度一般会計予算を補正するもの

当委員の任期満了に伴う豊田幹雄氏（再任）、松本

こづ江氏（新任）の推薦について意見を求めるもの

地方公務員の育児休業等に関する法律などの改正に
伴い一部改正するもの

地方公務員等共済組合法の改正に伴い一部改正する

もの

マイナンバーカードを利用した印鑑証明書のコンビ

ニ交付サービスを実施するため一部改正するもの

令和４年度一般会計予算やへき地診療所・公共下水

道事業・介護保険特別会計を補正するもの

令和３年度一般・各特別会計決算を認定するもの

－

１号

人権擁護委員候補者の推薦

－

２号

職員の育児休業等に関する条例の一部改正

－
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条

例の一部改正

－３号 長野原町印鑑条例の一部改正

３一般会計・３特別会計補正予算

６～８令和３年度一般会計・８特別会計決算認定

■９月定例会で可決した議案一覧

１号

２号

ｰ

１号

２号

ｰ

１号

９号

ｰ

４号

７号

ｰ

一
般
会
計

■９月定例会（9/8）

　一般会計補正予算（第3号）[専決処分]

　　7,168万円増額（計44億3,832万円）

　一般会計補正予算（第4号）[専決処分]

　　3,065万円増額（計44億6,897万円）

　一般会計補正予算（第5号）

　　7,310万円増額（計45億4,207万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

[主な補正内容]

愛郷ぐんまクーポン券支給事業
愛郷ぐんまプロジェクトの延長に伴い、さら

におトクになる「ながのはら♪ら♪ら 宿泊

連携キャンペーン」を延長するもの。

新型コロナウイルスワクチン接種事業
オミクロン型新型コロナワクチン接種に向

け、接種券の発送やコールセンターの設置を

するもの。

1,673万円5,122万円

こども園管理費及び給食センター費
中央こども園・応桑こども園・各小中学校の

給食にかかる食材の高騰により給食食材の購

入費とするもの。

300万円

健康増進事業
11月ごろ実施予定の健康マイレージ事業の

景品代と郵送料。

60万円

■表　特別会計補正予算一覧（９月定例会）

特別会計

へ き 地 診 療 所

介 護 保 険

公 共 下 水 道 事 業

補正額

108万円

2,288万円

100万円

補正後総額

9,667万円

7億92万円

7,986万円

（千円以下切捨）

感
染
症
と
物
価
高
騰
対
策

　令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び
３
特
別
会
計
補
正
予
算
を
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。
今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
７
，

３
１
０
万
円
の
追
加
補
正
を
行
う
も
の
で
、
主
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
型

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
や
物
価
高
騰
対
策
を
実
施
す

る
も
の
で
す
。
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全
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で
可
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し
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。
今
回
の
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会
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補
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予
算
で
は
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円
の
追
加
補
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を
行
う
も
の
で
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主
に
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型
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や
物
価
高
騰
対
策
を
実
施
す

る
も
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西中学校八ッ場ナイトフェスタ

ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１３３　 　４５　　　　ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１３３

〇
長
野
原
町
上
下
水
道
事
業

経
営
戦
略
に
つ
い
て

　
公
営
企
業
の
経
営
戦
略
に

つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
り

住
民
生
活
に
重
要
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
安
定
的
に
継
続

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
中
長
期
的
な
経
営
戦
略

を
策
定
し
、
現
在
の
経
営
状

況
を
的
確
に
把
握
し
、
見
え

る
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
経

営
改
善
等
に
務
め
て
い
く
と

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

〇
学
校
統
合
の
進
捗
に
つ
い
て

　
来
春
に
統
合
を
予
定
し
て

い
る
長
野
原
中
学
校
に
つ
い

て
、
制
服
や
体
操
着
な
ど
デ

ザ
イ
ン
が
決
定
し
製
作
に
入

り
、
校
歌
は
詩
人
の
谷
川
俊

太
郎
先
生
に
依
頼
し
年
内
に

完
成
予
定
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
は
、
西
中
学
校
区
の
保

護
者
と
調
整
を
進
め
て
い
る

と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

未
納
額
な
ど
を
明
示
し
、

納
入
者
の
賛
同
を

　
　
　
冨
澤
議
員
　
既
に
発

　
　
　
生
し
て
い
る
使
用
料

の
未
納
に
つ
い
て
明
確
に
示

し
納
入
者
の
賛
同
を
得
ら
れ

る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

公
平
に
納
め
ら
れ
る
よ

う
に
対
策
す
る

　
　
　
上
下
水
道
課
長
　
未

　
　
　
納
者
へ
の
対
応
は
電

話
・
手
紙
に
よ
る
督
促
・
催
告

を
実
施
し
て
い
る
。
利
用
者

が
公
平
に
納
め
ら
れ
る
よ
う

対
策
し
て
い
く
。

統
合
後
の
児
童
数
の
推

移
は

　
　
　
星
河
議
員
　
過
疎
対

　
　
　
策
事
業
債
の
返
済
期

間
が
12
年
と
の
こ
と
だ
が
、

浅
間
小
の
児
童
数
は
ど
の
よ

う
に
推
移
す
る
の
か
。

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

         

教
育
課
長
　
令
和
６

　
　
　
年
の
統
合
当
初
の
児

童
数
は
78
名
、
令
和
７
年
は

76
名
、
令
和
８
年
77
名
で
推

移
す
る
。

〇
各
地
域
振
興
施
設
の
運
営 

状
況
に
つ
い
て

　
各
施
設
と
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
厳
し
い
経
営
状
況
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
運

営
状
況
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

〇
八
ッ
場
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
タ

の
開
催
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
八
ッ
場
ダ
ム
完
成
記
念

イ
ベ
ン
ト
で
の
実
施
を
見
合

わ
せ
て
い
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
9
月

17
日
（
土
）
に
感
染
症
対
策

を
実
施
し
た
上
で
披
露
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束

と
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
興
を

願
う
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

９月全員協議会福祉医療制度

　入院通院合わせて18歳ま
で拡充をお願いしたい。　
　人口減少と少子高齢化と
いう時代に子育て養育につ
いて社会が一躍を担うこと
も必要と思う。
　　　　※６月議会一般質問より

　見開きで、９月全員協議会
の内容をお伝えします。私た
ちの生活に大きくかかわるこ
とが多く報告されました。

第１弾：令和４年５月１日より

　　　　商品券１万円分

第２弾：令和５年８月１日より

　　　　更に商品券１万円分

〇対象者

①既にマイナンバーカードを取

得している町民の方

②令和４年１２月までにマイナ

ンバーカードを取得された町民

の方

〇交付方法

◆令和４年７月31日までにマイナン

バーカードを取得している町民の方

⇒８月中旬頃に簡易書留にて商品　

　券を発送いたしました。

◆令和４年８月１日～12月末までに

マイナンバーカードを取得された町

民の方

⇒マイナンバーカード交付の際に

　商品券を一緒に交付します。

９月全員協議会の内容を紹介します

　イベントの費用は
　八ッ場ナイトフェスタ開催の費用はどう
なっているのか。
　協力団体や出展者から補助や援助はある
のか。

　令和6年4月に開校を予定して
いる浅間小学校については現
在、西中学校校舎の改修に向け
実施設計業務を発注し、鋭意進
めている。また改修工事の財源
については、文部科学省の環境
改善交付金、過疎
対策事業債、教育
施設等整備基金を
充当予定と説明を
受けました。

　概ね300万円
　未来ビジョン推進課長　
　概ね300万円。協力団体や出展者からは
補助などは貰っていない。すべて町の持ち
出しで対応する。

質
疑
応
答

〇
こ
ど
も
福
祉
医
療
制
度

の
年
齢
拡
大
に
つ
い
て

　
６
月
議
会
一
般
質
問
に

も
あ
り
ま
し
た
こ
ど
も
の

福
祉
医
療
制
度
の
年
齢
拡

大
に
つ
い
て
、
令
和
５
年

４
月
よ
り
郡
内
統
一
で
高

校
卒
業
程
度
の
18
歳
ま
で

年
齢
を
拡
大
し
実
施
す
る

と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
①
60
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
た
４
回
目
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
終
盤
と
な
る
中

で
、
新
た
に
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
型
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
早
期
実
施
が

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
と
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
普
及
促
進
事
業
に
つ
い

て
、
８
月
末
時
点
で
59･

29
％
で
県
内
ト
ッ
プ
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

マイナンバーカード

　普及促進キャンペーン

　町では令和４年12月までにマイナンバーカードを取得した方に、つ

なぐ・つながる商品券を進呈するキャンペーンを実施しています。

この機会にマイナンバーカードを取得してください。

※当該事業での商品券交付はお一人様１回限りとなります。

合計
2万円

プラス

第1弾
10,000円

第2弾
10,000円

イメージ

▲ 第2弾つなぐ・つながる商品券



西中学校八ッ場ナイトフェスタ

ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１３３　 　４５　　　　ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１３３

〇
長
野
原
町
上
下
水
道
事
業

経
営
戦
略
に
つ
い
て

　
公
営
企
業
の
経
営
戦
略
に

つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
り

住
民
生
活
に
重
要
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
安
定
的
に
継
続

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
中
長
期
的
な
経
営
戦
略

を
策
定
し
、
現
在
の
経
営
状

況
を
的
確
に
把
握
し
、
見
え

る
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
経

営
改
善
等
に
務
め
て
い
く
と

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

〇
学
校
統
合
の
進
捗
に
つ
い
て

　
来
春
に
統
合
を
予
定
し
て

い
る
長
野
原
中
学
校
に
つ
い

て
、
制
服
や
体
操
着
な
ど
デ

ザ
イ
ン
が
決
定
し
製
作
に
入

り
、
校
歌
は
詩
人
の
谷
川
俊

太
郎
先
生
に
依
頼
し
年
内
に

完
成
予
定
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
は
、
西
中
学
校
区
の
保

護
者
と
調
整
を
進
め
て
い
る

と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

未
納
額
な
ど
を
明
示
し
、

納
入
者
の
賛
同
を

　
　
　
冨
澤
議
員
　
既
に
発

　
　
　
生
し
て
い
る
使
用
料

の
未
納
に
つ
い
て
明
確
に
示

し
納
入
者
の
賛
同
を
得
ら
れ

る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

公
平
に
納
め
ら
れ
る
よ

う
に
対
策
す
る

　
　
　
上
下
水
道
課
長
　
未

　
　
　
納
者
へ
の
対
応
は
電

話
・
手
紙
に
よ
る
督
促
・
催
告

を
実
施
し
て
い
る
。
利
用
者

が
公
平
に
納
め
ら
れ
る
よ
う

対
策
し
て
い
く
。

統
合
後
の
児
童
数
の
推

移
は

　
　
　
星
河
議
員
　
過
疎
対

　
　
　
策
事
業
債
の
返
済
期

間
が
12
年
と
の
こ
と
だ
が
、

浅
間
小
の
児
童
数
は
ど
の
よ

う
に
推
移
す
る
の
か
。

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

         

教
育
課
長
　
令
和
６

　
　
　
年
の
統
合
当
初
の
児

童
数
は
78
名
、
令
和
７
年
は

76
名
、
令
和
８
年
77
名
で
推

移
す
る
。

〇
各
地
域
振
興
施
設
の
運
営 

状
況
に
つ
い
て

　
各
施
設
と
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
厳
し
い
経
営
状
況
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
運

営
状
況
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

〇
八
ッ
場
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
タ

の
開
催
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
八
ッ
場
ダ
ム
完
成
記
念

イ
ベ
ン
ト
で
の
実
施
を
見
合

わ
せ
て
い
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
9
月

17
日
（
土
）
に
感
染
症
対
策

を
実
施
し
た
上
で
披
露
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束

と
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
興
を

願
う
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

９月全員協議会福祉医療制度

　入院通院合わせて18歳ま
で拡充をお願いしたい。　
　人口減少と少子高齢化と
いう時代に子育て養育につ
いて社会が一躍を担うこと
も必要と思う。
　　　　※６月議会一般質問より

　見開きで、９月全員協議会
の内容をお伝えします。私た
ちの生活に大きくかかわるこ
とが多く報告されました。

第１弾：令和４年５月１日より

　　　　商品券１万円分

第２弾：令和５年８月１日より

　　　　更に商品券１万円分

〇対象者

①既にマイナンバーカードを取

得している町民の方

②令和４年１２月までにマイナ

ンバーカードを取得された町民

の方

〇交付方法

◆令和４年７月31日までにマイナン

バーカードを取得している町民の方

⇒８月中旬頃に簡易書留にて商品　

　券を発送いたしました。

◆令和４年８月１日～12月末までに

マイナンバーカードを取得された町

民の方

⇒マイナンバーカード交付の際に

　商品券を一緒に交付します。

９月全員協議会の内容を紹介します

　イベントの費用は
　八ッ場ナイトフェスタ開催の費用はどう
なっているのか。
　協力団体や出展者から補助や援助はある
のか。

　令和6年4月に開校を予定して
いる浅間小学校については現
在、西中学校校舎の改修に向け
実施設計業務を発注し、鋭意進
めている。また改修工事の財源
については、文部科学省の環境
改善交付金、過疎
対策事業債、教育
施設等整備基金を
充当予定と説明を
受けました。

　概ね300万円
　未来ビジョン推進課長　
　概ね300万円。協力団体や出展者からは
補助などは貰っていない。すべて町の持ち
出しで対応する。

質
疑
応
答

〇
こ
ど
も
福
祉
医
療
制
度

の
年
齢
拡
大
に
つ
い
て

　
６
月
議
会
一
般
質
問
に

も
あ
り
ま
し
た
こ
ど
も
の

福
祉
医
療
制
度
の
年
齢
拡

大
に
つ
い
て
、
令
和
５
年

４
月
よ
り
郡
内
統
一
で
高

校
卒
業
程
度
の
18
歳
ま
で

年
齢
を
拡
大
し
実
施
す
る

と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
①
60
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
た
４
回
目
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
終
盤
と
な
る
中

で
、
新
た
に
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
型
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
早
期
実
施
が

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
と
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
普
及
促
進
事
業
に
つ
い

て
、
８
月
末
時
点
で
59･

29
％
で
県
内
ト
ッ
プ
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

マイナンバーカード

　普及促進キャンペーン

　町では令和４年12月までにマイナンバーカードを取得した方に、つ

なぐ・つながる商品券を進呈するキャンペーンを実施しています。

この機会にマイナンバーカードを取得してください。

※当該事業での商品券交付はお一人様１回限りとなります。

合計
2万円

プラス

第1弾
10,000円

第2弾
10,000円

イメージ

▲ 第2弾つなぐ・つながる商品券



ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１３３　 　６７　　　　ながのはらまち議会だより　１０月 Ｎo．１３３

９月定例会（一般会計決算認定）

新型コロナワクチン接種事業

令和３年度の主な事業

　
　
　
梶
野
議
員

　町
の
水

　
　
　
を
商
品
化
し
観
光
施

設
で
販
売
し
て
は
ど
う
か
。

検
討
す
る

　
　
　
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課
長

　
　
　現
在
は
イ
ベ
ン
ト
時

に
配
布
や
防
災
備
蓄
倉
庫
に

入
れ
た
り
し
て
い
る
。
町
の

水
の
販
売
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
く
。

　
　
　
大
羽
賀
議
員
　
経
常

　
　
　
収
支
比
率
が
77
・

１
％
と
昨
年
度
と
比
べ
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の

要
因
は
人
件
費
が
減
少
と
流

動
的
な
も
の
で
あ
る
。
収
支

の
比
率
に
よ
り
町
の
良
し
悪

し
が
判
断
さ
れ
る
の
で
、
健

全
な
財
政
運
営
を
し
て
ほ
し

い
。

職
員
の
減
少
な
ど

　
　
　
総
務
課
長
　
県
職
２

　
　
　
名
派
遣
終
了
、
年
度

途
中
退
職
３
名
、
育
児
休
業

３
名
に
よ
る
減
額
。

　
経
常
収
支
比
率
は
一
般
財

源
な
の
で
、
国
有
資
産
等
所

在
市
町
村
交
付
金
の
影
響
も

大
き
い
。
町
と
し
て
、
財
政

支
援
の
あ
る
事
業
の
実
施
や

起
債
を
借
り
入
れ
る
に
し
て

も
有
利
な
も
の
を
選
択
し
、

ま
た
無
駄
を
な
く
す
努
力
を

し
て
い
く
。

　
　
　
浅
沼
議
員

　や
ん
ば

　
　
　
天
明
泥
流
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
入
館
料
が
約
６
０
０

万
円
、
管
理
運
営
の
費
用
が

約
１
，
５
６
５
万
円
と
な
っ

て
い
る
が
赤
字
へ
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。

教
育
旅
行
の
誘
致
な
ど

　
　
　
教
育
課
長
　
新
型
コ

　
　
　
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
あ
り
、
入
館
者
が
伸
び
悩

ん
だ
。
今
後
は
教
育
旅
行
の
誘

致
と
費
用
の
削
減
に
努
め
る
。

町
の
水
を
商
品
化

し
て
は

人
件
費
の
減
少
理
由
は

天
明
泥
流
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

赤
字
ど
う
す
る

質
疑
応
答

　令
和
３
年
度
一
般
会
計
決

算
が
９
月
定
例
会
に
て
審
議

さ
れ
、
全
員
一
致
で
認
定
し
ま

し
た
。

　令
和
３
年
度
一
般
会
計
の

歳
入
決
算
額
は
58
億
１
，
１
８

４
万
６
千
円
で
（
前
年
度
比
62

・
７
％
減
）
歳
出
決
算
額
は
53

億
５
，
５
０
９
万
７
千
円
（
前

年
度
比
で
62
･
８
％
減
）
で
歳

入
歳
出
差
引
残
額
は
４
億
５
，

６
７
４
万
９
千
円
（
繰
越
明
許

費
・
事
故
繰
越
を
含
む
）
と
な

り
ま
し
た
。

　主
な
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
徴

収
猶
予
の
措
置
の
影
響
と
国

土
交
通
省
よ
り
八
ッ
場
ダ
ム

に
係
る
国
有
資
産
等
所
在
市

町
村
交
付
金
の
交
付
で
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
、
町
税
で

は
４
億
６
，
２
５
５
万
５
千
の

増
収
と
な
り
ま
し
た
。 令

和
3
年
度
一
般
会
計
決
算
を
認
定

58億1,184万6千円
歳入
総額

前年度より34億4,374万6千円の減

53億5,509万7千円
歳出
総額

前年度より31億5,919万1千円の減

※総額または構成比は、総計と項目累計で合わないことがあります。
※全て千円未満切り捨てで掲載しています。

商品券支給事業 町営やんば天明泥流ミュージアム
管理運営事業

畜産振興対策事業

8,210万円6,507万円 1,765万円 3億8,863万円

令和3年度

一般会計決算

認定

町税収納済額の推移

■町民税　■固定資産税　■軽自動車税　■町たばこ税　■入湯税
令和３年度は、町税全体で前年度比4億6,255万円増となりました。

令和元年度

令和２年度

令和３年度

0 5億円 10億円 15億円

県支出金（3.1％）

1億8,018万8千円

国庫支出金（15.61％）

9億707万円

町税（26.03％）

15億1,286万8千円

諸収入（1.02％）

5,901万2千円

地方交付税（26.88％）

15億6,242万5千円

繰入金（4.4％）

2億5,596万円

繰越金（9.31％）

5億4,130万4千円

その他財源（1.66％）

9,639万7千円

町債（3.79％）

2億1,998万9千円

使用料及び手数料（1.8％）

1億490万1千円

地方譲与税（1.03％）

5,961万2千円

財産収入（1.7％）

9,886万8千円

寄付金（1.23％）

7,152万1千円

地方消費税交付金（2.44％）

1億4,172万7千円　

消防費（3.27％）

1億7,532万8千円

商工費（1.53％）

8,177万6千円 災害復旧費（1.1％）

5,903万円

民生費（13.44％）

7億1,966万8千円

教育費（16.36％）

8億7,621万9千円
農林水産業費

（12.42％）

6億6,495万4千円

土木費（11.2％）

5億9,979万9千円

衛生費（13.42％）

7億1,848万9千円

議会費・労働費

（1.04％）

5,556万9千円

総務費（18.0％）

9億6,386万円

公債費（8.22％）

4億4,039万9千円

　
　
　
浅
沼
議
員

　猟
友
会

　
　
　
が
有
害
鳥
獣
を
駆
除

す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
作
物

な
ど
へ
の
被
害
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
は
事
実
だ

が
、
一
方
で
檻
を
設
置
し
、

餌
も
一
回
入
れ
た
だ
け
で
そ

の
後
の
管
理
を
せ
ず
に
有
害

鳥
獣
駆
除
捕
獲
補
助
金
を
も

ら
っ
て
い
る
よ
う
な
話
を
聞

く
。
補
助
金
は
税
金
で
あ
り

性
善
説
で
は
収
ま
ら
な
い
。

町
で
実
態
を
確
認
し
対
応
し

て
も
ら
い
た
い
。

対
応
す
る

　
　
　
農
林
課
長 

実
態
を

　
　
　
把
握
し
て
適
正
管
理

を
し
て
い
く
。
猟
友
会
組
織

の
方
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
良
い
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　
　
　
牧
山
議
員
　
高
齢
者
・

        

障
が
い
者
温
泉
入
浴

事
業
の
利
用
券
を
も
っ
と
買

い
た
い
と
の
声
が
あ
る
。
ま

た
、
北
軽
井
沢
・
応
桑
地
域

で
利
用
で
き
る
施
設
を
拡
大

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

施
設
と
の
共
存
の
た
め
購
入

制
限
を
設
け
て
い
る

　
　
　
町
民
生
活
課
長
　
施

　
　
　
設
か
ら
の
声
も
あ
り

一
人
２
０
０
枚
ま
で
と
制
限

を
設
け
て
い
る
。

　
昨
年
よ
り
ホ
テ
ル
１
１
３

０
が
参
入
し
て
く
れ
利
用
で

き
る
施
設
は
３
施
設
と
な
っ

て
い
る
。
近
隣
町
村
と
協
力

し
て
利
用
で
き
る
施
設
の
拡

大
も
し
て
い
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
駆
除
捕
獲
補

助
金
の
適
正
支
給
を

温
泉
利
用
券
を
も
っ
と

買
い
た
い

実質収支
（翌年度繰越額－歳入歳出差引額）

3億7,950万7千円

※単年度歳入歳出の実質的差額。地方

公共団体の余剰金または純損失を表す。

単年度収支
（前年度実質収支－実質収支）

1,419万5千円

※単年度の純粋な収支を表す。

経常収支比率

77.1％（前年度91.4％）

※地方公共団体の弾力性を表す指標。

経常的経費に経常一般財源収入がどの

程度充当されているかをみるもの。

実質単年度収支
（単年度収支＋実質黒字要素－実質赤字要素）

2,043万1千円

※単年度収支に黒字要素（積立金・繰

上償還)や赤字要素（積立金取り崩し）

を加減したもので、実質的な収支を把

握するもの。
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９月定例会（一般会計決算認定）

新型コロナワクチン接種事業

令和３年度の主な事業

　
　
　
梶
野
議
員

　町
の
水

　
　
　
を
商
品
化
し
観
光
施

設
で
販
売
し
て
は
ど
う
か
。

検
討
す
る

　
　
　
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
課
長

　
　
　現
在
は
イ
ベ
ン
ト
時

に
配
布
や
防
災
備
蓄
倉
庫
に

入
れ
た
り
し
て
い
る
。
町
の

水
の
販
売
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
く
。

　
　
　
大
羽
賀
議
員
　
経
常

　
　
　
収
支
比
率
が
77
・

１
％
と
昨
年
度
と
比
べ
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の

要
因
は
人
件
費
が
減
少
と
流

動
的
な
も
の
で
あ
る
。
収
支

の
比
率
に
よ
り
町
の
良
し
悪

し
が
判
断
さ
れ
る
の
で
、
健

全
な
財
政
運
営
を
し
て
ほ
し

い
。

職
員
の
減
少
な
ど

　
　
　
総
務
課
長
　
県
職
２

　
　
　
名
派
遣
終
了
、
年
度

途
中
退
職
３
名
、
育
児
休
業

３
名
に
よ
る
減
額
。

　
経
常
収
支
比
率
は
一
般
財

源
な
の
で
、
国
有
資
産
等
所

在
市
町
村
交
付
金
の
影
響
も

大
き
い
。
町
と
し
て
、
財
政

支
援
の
あ
る
事
業
の
実
施
や

起
債
を
借
り
入
れ
る
に
し
て

も
有
利
な
も
の
を
選
択
し
、

ま
た
無
駄
を
な
く
す
努
力
を

し
て
い
く
。

　
　
　
浅
沼
議
員

　や
ん
ば

　
　
　
天
明
泥
流
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
入
館
料
が
約
６
０
０

万
円
、
管
理
運
営
の
費
用
が

約
１
，
５
６
５
万
円
と
な
っ

て
い
る
が
赤
字
へ
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。

教
育
旅
行
の
誘
致
な
ど

　
　
　
教
育
課
長
　
新
型
コ

　
　
　
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
あ
り
、
入
館
者
が
伸
び
悩

ん
だ
。
今
後
は
教
育
旅
行
の
誘

致
と
費
用
の
削
減
に
努
め
る
。

町
の
水
を
商
品
化

し
て
は

人
件
費
の
減
少
理
由
は

天
明
泥
流
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

赤
字
ど
う
す
る

質
疑
応
答

　令
和
３
年
度
一
般
会
計
決

算
が
９
月
定
例
会
に
て
審
議

さ
れ
、
全
員
一
致
で
認
定
し
ま

し
た
。

　令
和
３
年
度
一
般
会
計
の

歳
入
決
算
額
は
58
億
１
，
１
８

４
万
６
千
円
で
（
前
年
度
比
62

・
７
％
減
）
歳
出
決
算
額
は
53

億
５
，
５
０
９
万
７
千
円
（
前

年
度
比
で
62
･
８
％
減
）
で
歳

入
歳
出
差
引
残
額
は
４
億
５
，

６
７
４
万
９
千
円
（
繰
越
明
許

費
・
事
故
繰
越
を
含
む
）
と
な

り
ま
し
た
。

　主
な
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
徴

収
猶
予
の
措
置
の
影
響
と
国

土
交
通
省
よ
り
八
ッ
場
ダ
ム

に
係
る
国
有
資
産
等
所
在
市

町
村
交
付
金
の
交
付
で
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
、
町
税
で

は
４
億
６
，
２
５
５
万
５
千
の

増
収
と
な
り
ま
し
た
。 令

和
3
年
度
一
般
会
計
決
算
を
認
定

58億1,184万6千円
歳入
総額

前年度より34億4,374万6千円の減

53億5,509万7千円
歳出
総額

前年度より31億5,919万1千円の減

※総額または構成比は、総計と項目累計で合わないことがあります。
※全て千円未満切り捨てで掲載しています。

商品券支給事業 町営やんば天明泥流ミュージアム
管理運営事業

畜産振興対策事業

8,210万円6,507万円 1,765万円 3億8,863万円

令和3年度

一般会計決算

認定

町税収納済額の推移

■町民税　■固定資産税　■軽自動車税　■町たばこ税　■入湯税
令和３年度は、町税全体で前年度比4億6,255万円増となりました。

令和元年度

令和２年度

令和３年度

0 5億円 10億円 15億円

県支出金（3.1％）

1億8,018万8千円

国庫支出金（15.61％）

9億707万円

町税（26.03％）

15億1,286万8千円

諸収入（1.02％）

5,901万2千円

地方交付税（26.88％）

15億6,242万5千円

繰入金（4.4％）

2億5,596万円

繰越金（9.31％）

5億4,130万4千円

その他財源（1.66％）

9,639万7千円

町債（3.79％）

2億1,998万9千円

使用料及び手数料（1.8％）

1億490万1千円

地方譲与税（1.03％）

5,961万2千円

財産収入（1.7％）

9,886万8千円

寄付金（1.23％）

7,152万1千円

地方消費税交付金（2.44％）

1億4,172万7千円　

消防費（3.27％）

1億7,532万8千円

商工費（1.53％）

8,177万6千円 災害復旧費（1.1％）

5,903万円

民生費（13.44％）

7億1,966万8千円

教育費（16.36％）

8億7,621万9千円
農林水産業費

（12.42％）

6億6,495万4千円

土木費（11.2％）

5億9,979万9千円

衛生費（13.42％）

7億1,848万9千円

議会費・労働費

（1.04％）

5,556万9千円

総務費（18.0％）

9億6,386万円

公債費（8.22％）

4億4,039万9千円

　
　
　
浅
沼
議
員

　猟
友
会

　
　
　
が
有
害
鳥
獣
を
駆
除

す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
作
物

な
ど
へ
の
被
害
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
は
事
実
だ

が
、
一
方
で
檻
を
設
置
し
、

餌
も
一
回
入
れ
た
だ
け
で
そ

の
後
の
管
理
を
せ
ず
に
有
害

鳥
獣
駆
除
捕
獲
補
助
金
を
も

ら
っ
て
い
る
よ
う
な
話
を
聞

く
。
補
助
金
は
税
金
で
あ
り

性
善
説
で
は
収
ま
ら
な
い
。

町
で
実
態
を
確
認
し
対
応
し

て
も
ら
い
た
い
。

対
応
す
る

　
　
　
農
林
課
長 

実
態
を

　
　
　
把
握
し
て
適
正
管
理

を
し
て
い
く
。
猟
友
会
組
織

の
方
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
良
い
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　
　
　
牧
山
議
員
　
高
齢
者
・

        

障
が
い
者
温
泉
入
浴

事
業
の
利
用
券
を
も
っ
と
買

い
た
い
と
の
声
が
あ
る
。
ま

た
、
北
軽
井
沢
・
応
桑
地
域

で
利
用
で
き
る
施
設
を
拡
大

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

施
設
と
の
共
存
の
た
め
購
入

制
限
を
設
け
て
い
る

　
　
　
町
民
生
活
課
長
　
施

　
　
　
設
か
ら
の
声
も
あ
り

一
人
２
０
０
枚
ま
で
と
制
限

を
設
け
て
い
る
。

　
昨
年
よ
り
ホ
テ
ル
１
１
３

０
が
参
入
し
て
く
れ
利
用
で

き
る
施
設
は
３
施
設
と
な
っ

て
い
る
。
近
隣
町
村
と
協
力

し
て
利
用
で
き
る
施
設
の
拡

大
も
し
て
い
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
駆
除
捕
獲
補

助
金
の
適
正
支
給
を

温
泉
利
用
券
を
も
っ
と

買
い
た
い

実質収支
（翌年度繰越額－歳入歳出差引額）

3億7,950万7千円

※単年度歳入歳出の実質的差額。地方

公共団体の余剰金または純損失を表す。

単年度収支
（前年度実質収支－実質収支）

1,419万5千円

※単年度の純粋な収支を表す。

経常収支比率

77.1％（前年度91.4％）

※地方公共団体の弾力性を表す指標。

経常的経費に経常一般財源収入がどの

程度充当されているかをみるもの。

実質単年度収支
（単年度収支＋実質黒字要素－実質赤字要素）

2,043万1千円

※単年度収支に黒字要素（積立金・繰

上償還)や赤字要素（積立金取り崩し）

を加減したもので、実質的な収支を把

握するもの。
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一般質問

町の町の考えを問う問う

一般質問

町の町の考えを問う問う

　一
般
質
問
と
は 

。
議
員
が
町

長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、

事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方

針
な
ど
に
つ
い
て
所
信
や
疑
問

を
た
だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　９
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
公
共
交
通
や
脱

炭
素
社
会
な
ど
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
え
を

要
約
し
た
内
容
（
10
か
ら
13

㌻
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

浅井直輝　議員  (10㌻) ・安心カードについて

星河明彦　議員  (11㌻)
・公共交通の見直し
　活性化について

浅沼克行　議員  (12㌻)　
・地球温暖化そしてゼロカーボン
　シティに対する町の取り組みは

牧山　明　議員  (13㌻)　
・西吾妻福祉病院の今後の方針と
　改善目標は

あさい

ほしかわ

あさぬま

まきやま

なおき

あきひこ

かつゆき

あきら

　令
和
３
年
度
８
特
別
会
計

を
全
員
一
致
で
認
定
し
ま
し

た
。（
９
月
15
日
・
本
会
議
）

　こ
れ
ら
会
計
は
福
祉
や
地

域
医
療
、
上
下
水
道
な
ど
住

民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
を

実
施
す
る
た
め
の
会
計
と
な
っ

て
お
り
、
住
民
の
負
担
軽
減
や

健
全
財
政
維
持
を
目
的
に
８

会
計
全
て
が
一
般
会
計
よ
り
繰

入
を
受
け
て
い
ま
す
。

　な
お
各
会
計
決
算
の
概
要

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

■令和３年度特別会計決算の概要

※千円未満切捨

特別会計決算認定

８
特
別
会
計
決
算
を
認
定

特別会計名

国 民 健 康 保 険

へ き 地 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

浄化槽整備事業

合　　　　　　計

歳入決算額

8億1,092万9千円

1億1,082万4千円

1億5,753万3千円

1億287万円

9,089万6千円

6億8,016万7千円

9,478万9千円

570万1千円

20億5,371万1千円

歳出決算額

7億2,061万5千円

9,209万4千円

1億3,525万1千円

9,238万8千円

6,979万円

6億430万4千円

9,022万6千円

505万8千円

18億973万1千円

差　引

9,031万3千円

1,872万9千円

2,228万2千円

1,048万1千円

2,110万5千円

7,586万2千円

456万2千円

64万2千円

2億4,398万円

一般会計繰入金

5,011万5千円

1,700万円

9,064万5千円

7,693万7千円

3,849万4千円

9,063万4千円

2,056万2千円

255万8千円

3億8,694万5千円

町の基金（貯金）はいくら？

　基金は町が特定の目的をもって条例で設置する資金や財

産のことです。令和３年度末現在における主な町の基金状

況は下表のとおりとなっています。

令和3年度

特別会計決算

認定

■主な基金状況（令和３年度末現在）

※千円未満切捨

基　金　名

財 政 調 整 基 金

教育施設等整備基金

ふるさと応援基金

八ッ場ダム周辺整備�

事業施設管理基金

増　減

2億3,462万6千円増

3億17万8千円増

1,229万4千円増

残　高

28億5,875万5千円

3億2,619万4千円

1億3,080万7千円

0円　 22億5,269万8千円

町財政は健全？
　令和３年度における財政健全化判断比率につ

いては下表のとおりです。特別会計における資金

不足比率については、資金に不足がないため掲

載していません。

実質赤字比率

※数値が無い場合「―」を記載 　※（　　）内は早期健全化基準

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

―％（15.0） ―％（20.0） 10.3％（25.0） ―％（35.0）

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

■ 財政健全化判断比率

地方公共団体の借入金（地方債）など現在
抱えている負債の程度を標準財政規模に
対する割合で表したもの。

借入金の返済額の程度を標準財政規模
に対する割合で表したもの。

すべての会計に生じている赤字の程度を標
準財政規模に対する割合で表したもの。

一般会計などの赤字の程度を標準財政
規模に対する割合で表したもの。
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一般質問

町の町の考えを問う問う

一般質問

町の町の考えを問う問う

　一
般
質
問
と
は 

。
議
員
が
町

長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、

事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方

針
な
ど
に
つ
い
て
所
信
や
疑
問

を
た
だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　９
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
公
共
交
通
や
脱

炭
素
社
会
な
ど
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
え
を

要
約
し
た
内
容
（
10
か
ら
13

㌻
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

浅井直輝　議員  (10㌻) ・安心カードについて

星河明彦　議員  (11㌻)
・公共交通の見直し
　活性化について

浅沼克行　議員  (12㌻)　
・地球温暖化そしてゼロカーボン
　シティに対する町の取り組みは

牧山　明　議員  (13㌻)　
・西吾妻福祉病院の今後の方針と
　改善目標は

あさい

ほしかわ

あさぬま

まきやま

なおき

あきひこ

かつゆき

あきら

　令
和
３
年
度
８
特
別
会
計

を
全
員
一
致
で
認
定
し
ま
し

た
。（
９
月
15
日
・
本
会
議
）

　こ
れ
ら
会
計
は
福
祉
や
地

域
医
療
、
上
下
水
道
な
ど
住

民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
を

実
施
す
る
た
め
の
会
計
と
な
っ

て
お
り
、
住
民
の
負
担
軽
減
や

健
全
財
政
維
持
を
目
的
に
８

会
計
全
て
が
一
般
会
計
よ
り
繰

入
を
受
け
て
い
ま
す
。

　な
お
各
会
計
決
算
の
概
要

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

■令和３年度特別会計決算の概要

※千円未満切捨

特別会計決算認定

８
特
別
会
計
決
算
を
認
定

特別会計名

国 民 健 康 保 険

へ き 地 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

浄化槽整備事業

合　　　　　　計

歳入決算額

8億1,092万9千円

1億1,082万4千円

1億5,753万3千円

1億287万円

9,089万6千円

6億8,016万7千円

9,478万9千円

570万1千円

20億5,371万1千円

歳出決算額

7億2,061万5千円

9,209万4千円

1億3,525万1千円

9,238万8千円

6,979万円

6億430万4千円

9,022万6千円

505万8千円

18億973万1千円

差　引

9,031万3千円

1,872万9千円

2,228万2千円

1,048万1千円

2,110万5千円

7,586万2千円

456万2千円

64万2千円

2億4,398万円

一般会計繰入金

5,011万5千円

1,700万円

9,064万5千円

7,693万7千円

3,849万4千円

9,063万4千円

2,056万2千円

255万8千円

3億8,694万5千円

町の基金（貯金）はいくら？

　基金は町が特定の目的をもって条例で設置する資金や財

産のことです。令和３年度末現在における主な町の基金状

況は下表のとおりとなっています。

令和3年度

特別会計決算

認定

■主な基金状況（令和３年度末現在）

※千円未満切捨

基　金　名

財 政 調 整 基 金

教育施設等整備基金

ふるさと応援基金

八ッ場ダム周辺整備�

事業施設管理基金

増　減

2億3,462万6千円増

3億17万8千円増

1,229万4千円増

残　高

28億5,875万5千円

3億2,619万4千円

1億3,080万7千円

0円　 22億5,269万8千円

町財政は健全？
　令和３年度における財政健全化判断比率につ

いては下表のとおりです。特別会計における資金

不足比率については、資金に不足がないため掲

載していません。

実質赤字比率

※数値が無い場合「―」を記載 　※（　　）内は早期健全化基準

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

―％（15.0） ―％（20.0） 10.3％（25.0） ―％（35.0）

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

■ 財政健全化判断比率

地方公共団体の借入金（地方債）など現在
抱えている負債の程度を標準財政規模に
対する割合で表したもの。

借入金の返済額の程度を標準財政規模
に対する割合で表したもの。

すべての会計に生じている赤字の程度を標
準財政規模に対する割合で表したもの。

一般会計などの赤字の程度を標準財政
規模に対する割合で表したもの。
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星河　明彦　議員
ほしかわほしかわ あきひこ

浅井　直輝 　議員
あさい なおき

町の町の考えを問う町の町の考えを問う

　
　
　
町
長
　
電
車
利
用
促

　
　
　
進
と
し
て
来
月
Ｊ
Ｒ

な
ど
と
協
力
し
、
駅
か
ら
ハ

イ
キ
ン
グ
を
実
施
す
る
ほ
か
、

先
日
開
催
の
八
ッ
場
ナ
イ
ト

フ
ェ
ス
タ
も
利
用
促
進
の
一

環
と
し
て
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
吾
妻
線
の
活
性
化

に
つ
い
て
は
、
渋
川
市
と
吾

妻
郡
内
町
村
で
構
成
さ
れ
た

協
議
会
に
お
い
て
、
利
用
促

進
施
策
の
検
討
や
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

吾
妻
線
沿
線
市
町
村
と
も
連

携
協
力
し
進
め
て
い
く
。

　
地
域
公
共
交
通
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
平
成
24
年
10
月
よ
り

　
　
　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

事
業
開
始
か
ら
10
年
が
経
つ

が
、
申
請
件
数
が
非
常
に
少

な
い
状
況
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
安
心
カ
ー
ド

　
　
　
は
急
病
や
怪
我
で
救

急
車
を
呼
ん
だ
際
に
救
急
隊

や
搬
送
先
医
療
機
関
に
対
し

て
持
病
や
緊
急
連
絡
先
な
ど

を
伝
え
る
情
報
ツ
ー
ル
で
あ

る
。

　
当
町
で
は
、
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
と
し
て
、
希
望
さ

れ
る
方
に
無
料
で
配
布
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
ご

指
摘
の
通
り
、
申
請
件
数
は

極
め
て
少
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

　
近
年
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
安

目
標
の
中
に
情
報
格
差
の
解

消
を
謳
っ
て
い
る
が
、
情
報

を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く

か
改
め
て
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
商
品
券
や
補
助
金

の
こ
と
も
情
報
が
伝
わ
っ
て

い
な
い
と
実
感
し
て
い
る
。

　
安
心
カ
ー
ド
に
記
載
す
る

情
報
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
ほ
と
ん
ど
の
情
報
が
取

り
込
ま
れ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
、
直
近
の
健

康
診
断
の
デ
ー
タ
や
い
つ
ど

こ
の
病
院
を
受
診
し
て
、
ど

ん
な
薬
が
処
方
さ
れ
て
い
る

か
が
わ
か
り
、
内
容
も
自
動

で
更
新
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
誰
も
が
デ
ジ
タ

ル
を
使
い
こ
な
せ
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
社

会
へ
移
行
の
過
渡
期
だ
と
思

う
。
つ
な
ぎ
の
期
間
と
し
て

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
も
周
知
し
て
い
き
た

い
。

　

公共交通の見直し
　　　活性化について

安心カードについて

心
カ
ー
ド
の
実
証
実
験
を
実

施
す
る
自
治
体
も
あ
り
、
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
く
と

推
測
さ
れ
る
が
、
今
後
必
要

な
方
が
緊
急
時
の
備
え
に
な

る
よ
う
、
現
行
の
も
の
を
再

度
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
事
業
開
始
し
て
10
年

　
　
　
に
な
る
が
、
申
請
件

数
は
わ
ず
が
96
件
。
ほ
と
ん

ど
の
人
が
、
こ
の
キ
ッ
ト
の
こ

と
を
知
ら
ず
周
知
さ
れ
て
い

な
い
。
役
場
窓
口
や
民
生
委

員
が
扱
っ
て
い
る
が
、
他
の
自

治
体
で
は
地
区
の
公
民
館
や

薬
局
、
郵
便
局
で
扱
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
町

の
イ
ベ
ン
ト
時
や
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
時
に
宣
伝
し
広

め
て
ほ
し
い
。

　　
　
　
町
長
　
施
政
方
針（
令

　
　
　
和
４
年
度
）
８
つ
の

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
も
良
い

　
　
　
が
、
ア
ナ
ロ
グ
も
併

用
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

対
象
者
が
全
町
民
で
あ
れ
ば
、

65
歳
以
上
の
方
に
配
布
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
施
政
方
針
の

　
　
　
８
つ
の
目
標
の
中
で
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
同
時

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築

に
つ
い
て
も
掲
げ
て
い
る
。
人

と
人
と
の
繋
が
り
や
絆
は
希

薄
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方

を
見
つ
め
直
す
こ
と
も
大
切

で
あ
る
。

に
つ
い
て
、
法
に
基
づ
い
た

地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定

す
る
た
め
、
昨
年
度
は
ア
ン

ケ
ー
ト
や
公
共
交
通
事
業
者

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し

た
。
今
年
度
は
計
画
策
定
に

向
け
役
場
職
員
に
説
明
を
2

回
実
施
し
た
。
今
月
に
は
公

共
交
通
事
業
者
な
ど
で
構
成

す
る
長
野
原
町
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
を
設
置
し
、

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
な

ど
推
進
に
つ
い
て
協
議
し
計

画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
　
　
J
R
が
赤
字
を
公
表

　
　
　
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

廃
線
に
向
け
て
の
道
筋
が
示

さ
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。
廃

線
に
し
ろ
存
続
に
し
ろ
地
域

の
方
の
交
通
手
段
を
ど
の
よ

う
に
確
保
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
が
大
事
に
な
る
。

　
ま
た
、
町
と
し
て
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
し
て
い
く
中
で
J
R

線
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

問
題
が
で
て
く
る
。
公
共
交

通
の
使
命
は
移
動
や
観
光
で

地
域
に
貢
献
し
、
ま
ち
づ
く

り
と
連
携
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
J
R
東
日
本
が
７
月

　
　
　
28
日
に
赤
字
路
線
を

公
開
し
、
吾
妻
線
で
は
長
野

原
草
津
口
～
大
前
間
が
輸
送

密
度
３
２
０
人
で
２
０
１
９

年
度
の
赤
字
額
が
４
億
６
千

万
円
に
上
り
、
バ
ス
路
線
へ

の
転
換
な
ど
も
含
め
沿
線
自

治
体
と
協
議
を
進
め
る
と
の

発
表
が
あ
っ
た
。

　
当
町
で
は
群
馬
大
津
・
羽

根
尾
駅
を
利
用
す
る
方
に
影

響
が
で
る
。
交
通
弱
者
の
移

動
手
段
を
減
ら
す
、
路
線
の

廃
止
と
な
ら
な
い
よ
う
乗
車

率
の
向
上
や
利
用
促
進
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、
町

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
２
０
２
１
年
3
月

の
一
般
質
問
で
、
地
域
公
共

交
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

伺
っ
た
が
、
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
関
係
機
関
な
ど
と

協
議
す
る
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。
協
議
の
結
果
も
合
わ
せ

て
伺
い
た
い
。

群
馬
大
津
・
羽
根
尾
駅
を
活

性
化
す
る
の
は
難
し
い
と
思

う
。
沿
線
で
あ
る
嬬
恋
村
や

草
津
町
と
協
力
し
て
進
め
て

も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
は
１
度

作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
い
の

で
、
継
続
し
て
進
め
て
い
く

た
め
の
体
制
づ
く
り
、
交
通

の
空
白
地
帯
の
な
い
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
10
年
後
、
20

　
　
　
年
後
を
見
据
え
た
町

の
地
域
交
通
を
考
え
計
画
策

定
を
行
い
、
環
境
の
変
化
へ

の
対
応
の
た
め
毎
年
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
も
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
現
段
階
で
は
本
当
に
困
っ

て
る
方
（
交
通
弱
者
）
を
ど

う
や
っ
て
救
っ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
か
、
そ
こ
に
焦
点

を
当
て
色
々
な
声
を
い
た
だ

き
形
に
し
て
い
き
た
い
。

　
J
R
に
つ
い
て
は
町
だ
け

で
な
く
沿
線
す
べ
て
の
自
治

体
や
民
間
企
業
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
問
題
と

考
え
て
い
る
。

再
度
周
知
を
す
る
と
同
時
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
な
る
可
能
性
を

地
域
公
共
交
通
の

　
　
　
活
性
化
を
推
進
し
て
い
く

輸送密度とは？

⇒旅客営業キロ1㎞あたりの1日平均旅客輸送人員のこと。
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星河　明彦　議員
ほしかわほしかわ あきひこ

浅井　直輝 　議員
あさい なおき

町の町の考えを問う町の町の考えを問う

　
　
　
町
長
　
電
車
利
用
促

　
　
　
進
と
し
て
来
月
Ｊ
Ｒ

な
ど
と
協
力
し
、
駅
か
ら
ハ

イ
キ
ン
グ
を
実
施
す
る
ほ
か
、

先
日
開
催
の
八
ッ
場
ナ
イ
ト

フ
ェ
ス
タ
も
利
用
促
進
の
一

環
と
し
て
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
吾
妻
線
の
活
性
化

に
つ
い
て
は
、
渋
川
市
と
吾

妻
郡
内
町
村
で
構
成
さ
れ
た

協
議
会
に
お
い
て
、
利
用
促

進
施
策
の
検
討
や
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

吾
妻
線
沿
線
市
町
村
と
も
連

携
協
力
し
進
め
て
い
く
。

　
地
域
公
共
交
通
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
平
成
24
年
10
月
よ
り

　
　
　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

事
業
開
始
か
ら
10
年
が
経
つ

が
、
申
請
件
数
が
非
常
に
少

な
い
状
況
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
安
心
カ
ー
ド

　
　
　
は
急
病
や
怪
我
で
救

急
車
を
呼
ん
だ
際
に
救
急
隊

や
搬
送
先
医
療
機
関
に
対
し

て
持
病
や
緊
急
連
絡
先
な
ど

を
伝
え
る
情
報
ツ
ー
ル
で
あ

る
。

　
当
町
で
は
、
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
と
し
て
、
希
望
さ

れ
る
方
に
無
料
で
配
布
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
ご

指
摘
の
通
り
、
申
請
件
数
は

極
め
て
少
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

　
近
年
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
安

目
標
の
中
に
情
報
格
差
の
解

消
を
謳
っ
て
い
る
が
、
情
報

を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く

か
改
め
て
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
商
品
券
や
補
助
金

の
こ
と
も
情
報
が
伝
わ
っ
て

い
な
い
と
実
感
し
て
い
る
。

　
安
心
カ
ー
ド
に
記
載
す
る

情
報
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
ほ
と
ん
ど
の
情
報
が
取

り
込
ま
れ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
、
直
近
の
健

康
診
断
の
デ
ー
タ
や
い
つ
ど

こ
の
病
院
を
受
診
し
て
、
ど

ん
な
薬
が
処
方
さ
れ
て
い
る

か
が
わ
か
り
、
内
容
も
自
動

で
更
新
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
誰
も
が
デ
ジ
タ

ル
を
使
い
こ
な
せ
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
社

会
へ
移
行
の
過
渡
期
だ
と
思

う
。
つ
な
ぎ
の
期
間
と
し
て

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
も
周
知
し
て
い
き
た

い
。

　

公共交通の見直し
　　　活性化について

安心カードについて

心
カ
ー
ド
の
実
証
実
験
を
実

施
す
る
自
治
体
も
あ
り
、
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
く
と

推
測
さ
れ
る
が
、
今
後
必
要

な
方
が
緊
急
時
の
備
え
に
な

る
よ
う
、
現
行
の
も
の
を
再

度
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
事
業
開
始
し
て
10
年

　
　
　
に
な
る
が
、
申
請
件

数
は
わ
ず
が
96
件
。
ほ
と
ん

ど
の
人
が
、
こ
の
キ
ッ
ト
の
こ

と
を
知
ら
ず
周
知
さ
れ
て
い

な
い
。
役
場
窓
口
や
民
生
委

員
が
扱
っ
て
い
る
が
、
他
の
自

治
体
で
は
地
区
の
公
民
館
や

薬
局
、
郵
便
局
で
扱
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
町

の
イ
ベ
ン
ト
時
や
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
時
に
宣
伝
し
広

め
て
ほ
し
い
。

　　
　
　
町
長
　
施
政
方
針（
令

　
　
　
和
４
年
度
）
８
つ
の

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
も
良
い

　
　
　
が
、
ア
ナ
ロ
グ
も
併

用
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

対
象
者
が
全
町
民
で
あ
れ
ば
、

65
歳
以
上
の
方
に
配
布
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
施
政
方
針
の

　
　
　
８
つ
の
目
標
の
中
で
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
同
時

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築

に
つ
い
て
も
掲
げ
て
い
る
。
人

と
人
と
の
繋
が
り
や
絆
は
希

薄
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方

を
見
つ
め
直
す
こ
と
も
大
切

で
あ
る
。

に
つ
い
て
、
法
に
基
づ
い
た

地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定

す
る
た
め
、
昨
年
度
は
ア
ン

ケ
ー
ト
や
公
共
交
通
事
業
者

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し

た
。
今
年
度
は
計
画
策
定
に

向
け
役
場
職
員
に
説
明
を
2

回
実
施
し
た
。
今
月
に
は
公

共
交
通
事
業
者
な
ど
で
構
成

す
る
長
野
原
町
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
を
設
置
し
、

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
な

ど
推
進
に
つ
い
て
協
議
し
計

画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
　
　
J
R
が
赤
字
を
公
表

　
　
　
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

廃
線
に
向
け
て
の
道
筋
が
示

さ
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。
廃

線
に
し
ろ
存
続
に
し
ろ
地
域

の
方
の
交
通
手
段
を
ど
の
よ

う
に
確
保
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
が
大
事
に
な
る
。

　
ま
た
、
町
と
し
て
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
し
て
い
く
中
で
J
R

線
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

問
題
が
で
て
く
る
。
公
共
交

通
の
使
命
は
移
動
や
観
光
で

地
域
に
貢
献
し
、
ま
ち
づ
く

り
と
連
携
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
J
R
東
日
本
が
７
月

　
　
　
28
日
に
赤
字
路
線
を

公
開
し
、
吾
妻
線
で
は
長
野

原
草
津
口
～
大
前
間
が
輸
送

密
度
３
２
０
人
で
２
０
１
９

年
度
の
赤
字
額
が
４
億
６
千

万
円
に
上
り
、
バ
ス
路
線
へ

の
転
換
な
ど
も
含
め
沿
線
自

治
体
と
協
議
を
進
め
る
と
の

発
表
が
あ
っ
た
。

　
当
町
で
は
群
馬
大
津
・
羽

根
尾
駅
を
利
用
す
る
方
に
影

響
が
で
る
。
交
通
弱
者
の
移

動
手
段
を
減
ら
す
、
路
線
の

廃
止
と
な
ら
な
い
よ
う
乗
車

率
の
向
上
や
利
用
促
進
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、
町

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
２
０
２
１
年
3
月

の
一
般
質
問
で
、
地
域
公
共

交
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

伺
っ
た
が
、
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
関
係
機
関
な
ど
と

協
議
す
る
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。
協
議
の
結
果
も
合
わ
せ

て
伺
い
た
い
。

群
馬
大
津
・
羽
根
尾
駅
を
活

性
化
す
る
の
は
難
し
い
と
思

う
。
沿
線
で
あ
る
嬬
恋
村
や

草
津
町
と
協
力
し
て
進
め
て

も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
は
１
度

作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
い
の

で
、
継
続
し
て
進
め
て
い
く

た
め
の
体
制
づ
く
り
、
交
通

の
空
白
地
帯
の
な
い
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
10
年
後
、
20

　
　
　
年
後
を
見
据
え
た
町

の
地
域
交
通
を
考
え
計
画
策

定
を
行
い
、
環
境
の
変
化
へ

の
対
応
の
た
め
毎
年
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
も
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
現
段
階
で
は
本
当
に
困
っ

て
る
方
（
交
通
弱
者
）
を
ど

う
や
っ
て
救
っ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
か
、
そ
こ
に
焦
点

を
当
て
色
々
な
声
を
い
た
だ

き
形
に
し
て
い
き
た
い
。

　
J
R
に
つ
い
て
は
町
だ
け

で
な
く
沿
線
す
べ
て
の
自
治

体
や
民
間
企
業
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
問
題
と

考
え
て
い
る
。

再
度
周
知
を
す
る
と
同
時
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
な
る
可
能
性
を

地
域
公
共
交
通
の

　
　
　
活
性
化
を
推
進
し
て
い
く

輸送密度とは？

⇒旅客営業キロ1㎞あたりの1日平均旅客輸送人員のこと。
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牧山　明　議員
まきやままきやま あきら

浅沼　克行 　議員
あさぬま かつゆき

町の町の考えを問う町の町の考えを問う

迫
す
る
中
で
、
早
期
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
体
制
確
立
や
7
月
か

ら
は
コ
ロ
ナ
病
床
も
確
保
し
、

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
努

力
し
て
き
た
。
し
か
し
、
議

員
ご
指
摘
の
専
門
医
不
足
に

つ
い
て
は
、
全
国
的
に
地
方

の
医
療
圏
で
顕
著
と
な
っ
て

お
り
、
医
師
確
保
に
奔
走
し

て
い
る
が
、
非
常
に
難
し
い

状
況
で
あ
る
。

　
今
後
も
医
師
確
保
に
繋
が

る
よ
う
研
修
や
医
学
実
習
生

の
受
け
入
れ
な
ど
に
も
対
応

し
て
い
く
。

　
　
　
国
連
に
お
い
て
採
択

　
　
　
さ
れ
た
パ
リ
協
定
に

よ
り
、
政
府
環
境
省
は
、
２
０

５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
を
目
標
に
定
め
た
。
こ

の
目
標
の
も
と
に
、
東
京
都
、

大
阪
府
な
ど
の
大
都
市
が
賛

同
し
、
そ
の
後
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を
表
明
す
る
全
国

の
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い

る
。

　
近
年
、
全
世
界
的
に
温
室

効
果
ガ
ス
濃
度
上
昇
に
よ
る

気
候
変
動
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
当
町
に
お
い
て
も
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
等
に
長
期
的
視
点

で
取
り
組
む
必
要
性
が
あ
る

と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

ス
テ
ム
を
住
宅
に
設
置
す
る

方
へ
補
助
金
や
生
ご
み
処
理

機
購
入
費
の
補
助
金
な
ど
環

境
に
優
し
い
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
、
今
年
度
中
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
各
地
区
に

設
置
し
、
分
別
回
収
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

　
環
境
省
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
、
群
馬
県
の
５

つ
の
ゼ
ロ
宣
言
の
取
り
組
み

と
連
携
し
な
が
ら
、
地
球
温

暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
施
し
、
未
来
を
担
う

世
代
に
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
を
引
き
継
ぐ
た
め
、

災
害
に
強
く
持
続
可
能
な
社

会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。

西吾妻福祉病院の今後の方針
と改善目標は

地球温暖化そしてゼロカーボン
シティに対する町の取り組みは

　
　
　
町
長
　
地
球
温
暖
化

　
　
　
に
よ
る
気
候
変
動
が

問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
本
町

で
も
、
令
和
元
年
10
月
の
台

風
19
号
で
、
過
去
最
大
級
と

い
え
る
甚
大
な
被
害
が
あ
り
、

温
暖
化
の
脅
威
は
私
た
ち
に

と
っ
て
身
近
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
町
の
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
を

軸
と
し
た
環
境
に
優
し
く
災

害
に
強
い
ま
ち
を
目
標
に
、

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

を
策
定
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
の
認
定
を
目
指
し
、

国
に
応
募
し
た
。
こ
の
構
想

は
、
町
の
脱
炭
素
社
会
の
推

進
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
さ
ら
に
は
、
福

祉
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
や
蓄
電
池
シ

　
　
　
当
町
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

　
　
　
ン
シ
テ
ィ
を
表
明
し
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
町
民
に
町
の
取
り
組

み
を
知
ら
せ
賛
同
を
い
た
だ
き
、

町
全
体
で
末
永
く
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
の
問
題
解
決
に
向
け
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
町
は
地
域
の

　
　
　
環
境
や
資
源
を
生
か

し
て
脱
炭
素
社
会
に
立
ち
向

か
っ
て
行
く
た
め
、
今
年
度

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

を
策
定
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を
表
明
す
る
以
上

の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
と

自
信
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
す
べ
て
の
町
民
に
環
境
問

題
に
対
し
て
も
自
分
事
と
し

て
捉
え
、
考
え
、
行
動
す
る

精
神
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と

が
一
番
大
切
だ
と
思
う
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構

想
の
認
定
を
受
け
た
時
に
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
も
表

明
し
た
い
。
効
果
的
な
発
信

に
な
る
と
思
う
。

　
　
　
医
師
の
確
保
が
難
し

　
　
　

い
と
い
う
こ
と
は
、

ず
っ
と
前
か
ら
聞
い
て
い
る

し
、
吾
妻
地
域
で
産
科
を
復

活
さ
せ
る
と
い
う
目
標
も
い

ま
だ
進
展
が
見
ら
れ
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度

の
西
吾
妻
福
祉
病
院
の
決
算

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
補
助
金
に

よ
る
収
益
が
あ
り
経
常
利
益

に
し
て
３
，
２
６
３
万
３
千

円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
今
年
度
コ
ロ
ナ
病
床

を
10
床
整
備
し
た
こ
と
に
よ

り
補
助
金
の
収
入
が
増
え
る

と
予
想
さ
れ
る
。こ
の
機
会
に

開
院
時
の
姿
で
あ
る
整
形
外
科

の
常
勤
医
や
産
科
再
開
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う
。

　
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は
改

善
し
魅
力
あ
る
病
院
に
戻
し

て
い
け
ば
病
院
経
営
、
ま
た

こ
の
地
域
の
医
療
充
実
に
繋

が
る
と
考
え
て
い
る
。
町
長

の
努
力
と
手
腕
に
期
待
し
て

い
る
。

　
　
　
町
長
　
私
が
町
長
就

　
　
　
任
後
に
西
吾
妻
福
祉

　
　
　
西
吾
妻
地
域
の
中
核

　
　
　
病
院
で
あ
る
西
吾
妻

福
祉
病
院
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
広
が
る
中
、
い
ち
早
く

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
整
え
、

住
民
の
健
康
と
命
を
守
っ
て

き
た
。
第
7
波
の
蔓
延
を
前

に
、
コ
ロ
ナ
病
床
を
10
床
を

整
備
し
、
大
変
役
立
っ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
一
方

で
、
開
院
以
来
続
け
て
き
た

産
科
が
数
年
前
に
な
く
な
り
、

高
齢
者
の
多
い
地
域
で
は
必

須
の
整
形
外
科
の
常
勤
医
が

い
な
く
な
り
、
予
約
し
て
も

20
日
か
ら
1
ヶ
月
先
に
な
っ

て
し
ま
う
状
態
が
続
い
て
い

る
。
病
院
管
理
者
で
あ
る
町

長
の
今
後
の
病
院
の
管
理
方

針
と
改
善
目
標
に
つ
い
て
考

え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
西
吾
妻
福
祉

　
　
　
病
院
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
拡
大
に
よ
っ
て
医
療
が
逼

病
院
の
在
り
方
を
構
成
町
村

で
議
論
し
、
こ
の
地
域
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
救
急

は
赤
字
に
な
っ
て
も
お
金
を

出
し
合
い
維
持
す
る
こ
と
を

オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
し
た
。

　
現
在
、
町
の
お
金
を
約
２

億
４
，
０
０
０
万
円
投
入
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
の

国
か
ら
の
交
付
金
が
１
億
５
，

６
０
０
万
円
程
度
あ
り
、
町

の
一
般
財
源
か
ら
８
，
４
０

０
万
円
ほ
ど
持
ち
出
し
し
て

い
る
。

　
こ
れ
以
上
、
税
金
を
使
う

覚
悟
が
あ
る
な
ら
ば
、
専
門

の
医
師
を
呼
ぶ
こ
と
は
で
き

る
と
思
う
。

　
し
か
し
、
全
国
的
に
専
門

医
が
減
っ
て
い
く
中
に
お
い

て
、
例
え
ば
総
合
医
で
地
域

医
療
に
真
剣
に
向
き
合
い
、

町
を
愛
し
て
く
れ
る
よ
う
な

医
師
を
発
掘
し
て
い
く
と
と

も
に
、
研
修
医
や
医
学
実
習

生
を
受
け
入
れ
地
域
に
根
を

張
っ
て
く
れ
る
医
師
を
育
て

て
い
き
た
い
。

持
続
可
能
な
社
会
の

　
　
　
　
　
構
築
を
目
指
す

医
師
確
保
に
繋
が
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
努
力
し
て
い
く
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牧山　明　議員
まきやままきやま あきら

浅沼　克行 　議員
あさぬま かつゆき

町の町の考えを問う町の町の考えを問う

迫
す
る
中
で
、
早
期
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
体
制
確
立
や
7
月
か

ら
は
コ
ロ
ナ
病
床
も
確
保
し
、

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
努

力
し
て
き
た
。
し
か
し
、
議

員
ご
指
摘
の
専
門
医
不
足
に

つ
い
て
は
、
全
国
的
に
地
方

の
医
療
圏
で
顕
著
と
な
っ
て

お
り
、
医
師
確
保
に
奔
走
し

て
い
る
が
、
非
常
に
難
し
い

状
況
で
あ
る
。

　
今
後
も
医
師
確
保
に
繋
が

る
よ
う
研
修
や
医
学
実
習
生

の
受
け
入
れ
な
ど
に
も
対
応

し
て
い
く
。

　
　
　
国
連
に
お
い
て
採
択

　
　
　
さ
れ
た
パ
リ
協
定
に

よ
り
、
政
府
環
境
省
は
、
２
０

５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
を
目
標
に
定
め
た
。
こ

の
目
標
の
も
と
に
、
東
京
都
、

大
阪
府
な
ど
の
大
都
市
が
賛

同
し
、
そ
の
後
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を
表
明
す
る
全
国

の
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い

る
。

　
近
年
、
全
世
界
的
に
温
室

効
果
ガ
ス
濃
度
上
昇
に
よ
る

気
候
変
動
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
当
町
に
お
い
て
も
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
等
に
長
期
的
視
点

で
取
り
組
む
必
要
性
が
あ
る

と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

ス
テ
ム
を
住
宅
に
設
置
す
る

方
へ
補
助
金
や
生
ご
み
処
理

機
購
入
費
の
補
助
金
な
ど
環

境
に
優
し
い
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
、
今
年
度
中
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
各
地
区
に

設
置
し
、
分
別
回
収
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

　
環
境
省
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
、
群
馬
県
の
５

つ
の
ゼ
ロ
宣
言
の
取
り
組
み

と
連
携
し
な
が
ら
、
地
球
温

暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
施
し
、
未
来
を
担
う

世
代
に
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
を
引
き
継
ぐ
た
め
、

災
害
に
強
く
持
続
可
能
な
社

会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。

西吾妻福祉病院の今後の方針
と改善目標は

地球温暖化そしてゼロカーボン
シティに対する町の取り組みは

　
　
　
町
長
　
地
球
温
暖
化

　
　
　
に
よ
る
気
候
変
動
が

問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
本
町

で
も
、
令
和
元
年
10
月
の
台

風
19
号
で
、
過
去
最
大
級
と

い
え
る
甚
大
な
被
害
が
あ
り
、

温
暖
化
の
脅
威
は
私
た
ち
に

と
っ
て
身
近
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
町
の
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
を

軸
と
し
た
環
境
に
優
し
く
災

害
に
強
い
ま
ち
を
目
標
に
、

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

を
策
定
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
の
認
定
を
目
指
し
、

国
に
応
募
し
た
。
こ
の
構
想

は
、
町
の
脱
炭
素
社
会
の
推

進
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
さ
ら
に
は
、
福

祉
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
や
蓄
電
池
シ

　
　
　
当
町
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

　
　
　
ン
シ
テ
ィ
を
表
明
し
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
町
民
に
町
の
取
り
組

み
を
知
ら
せ
賛
同
を
い
た
だ
き
、

町
全
体
で
末
永
く
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
の
問
題
解
決
に
向
け
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
町
は
地
域
の

　
　
　
環
境
や
資
源
を
生
か

し
て
脱
炭
素
社
会
に
立
ち
向

か
っ
て
行
く
た
め
、
今
年
度

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

を
策
定
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を
表
明
す
る
以
上

の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
と

自
信
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
す
べ
て
の
町
民
に
環
境
問

題
に
対
し
て
も
自
分
事
と
し

て
捉
え
、
考
え
、
行
動
す
る

精
神
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と

が
一
番
大
切
だ
と
思
う
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構

想
の
認
定
を
受
け
た
時
に
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
も
表

明
し
た
い
。
効
果
的
な
発
信

に
な
る
と
思
う
。

　
　
　
医
師
の
確
保
が
難
し

　
　
　

い
と
い
う
こ
と
は
、

ず
っ
と
前
か
ら
聞
い
て
い
る

し
、
吾
妻
地
域
で
産
科
を
復

活
さ
せ
る
と
い
う
目
標
も
い

ま
だ
進
展
が
見
ら
れ
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度

の
西
吾
妻
福
祉
病
院
の
決
算

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
補
助
金
に

よ
る
収
益
が
あ
り
経
常
利
益

に
し
て
３
，
２
６
３
万
３
千

円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
今
年
度
コ
ロ
ナ
病
床

を
10
床
整
備
し
た
こ
と
に
よ

り
補
助
金
の
収
入
が
増
え
る

と
予
想
さ
れ
る
。こ
の
機
会
に

開
院
時
の
姿
で
あ
る
整
形
外
科

の
常
勤
医
や
産
科
再
開
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う
。

　
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は
改

善
し
魅
力
あ
る
病
院
に
戻
し

て
い
け
ば
病
院
経
営
、
ま
た

こ
の
地
域
の
医
療
充
実
に
繋

が
る
と
考
え
て
い
る
。
町
長

の
努
力
と
手
腕
に
期
待
し
て

い
る
。

　
　
　
町
長
　
私
が
町
長
就

　
　
　
任
後
に
西
吾
妻
福
祉

　
　
　
西
吾
妻
地
域
の
中
核

　
　
　
病
院
で
あ
る
西
吾
妻

福
祉
病
院
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
広
が
る
中
、
い
ち
早
く

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
整
え
、

住
民
の
健
康
と
命
を
守
っ
て

き
た
。
第
7
波
の
蔓
延
を
前

に
、
コ
ロ
ナ
病
床
を
10
床
を

整
備
し
、
大
変
役
立
っ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
一
方

で
、
開
院
以
来
続
け
て
き
た

産
科
が
数
年
前
に
な
く
な
り
、

高
齢
者
の
多
い
地
域
で
は
必

須
の
整
形
外
科
の
常
勤
医
が

い
な
く
な
り
、
予
約
し
て
も

20
日
か
ら
1
ヶ
月
先
に
な
っ

て
し
ま
う
状
態
が
続
い
て
い

る
。
病
院
管
理
者
で
あ
る
町

長
の
今
後
の
病
院
の
管
理
方

針
と
改
善
目
標
に
つ
い
て
考

え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
西
吾
妻
福
祉

　
　
　
病
院
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
拡
大
に
よ
っ
て
医
療
が
逼

病
院
の
在
り
方
を
構
成
町
村

で
議
論
し
、
こ
の
地
域
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
救
急

は
赤
字
に
な
っ
て
も
お
金
を

出
し
合
い
維
持
す
る
こ
と
を

オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
し
た
。

　
現
在
、
町
の
お
金
を
約
２

億
４
，
０
０
０
万
円
投
入
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
の

国
か
ら
の
交
付
金
が
１
億
５
，

６
０
０
万
円
程
度
あ
り
、
町

の
一
般
財
源
か
ら
８
，
４
０

０
万
円
ほ
ど
持
ち
出
し
し
て

い
る
。

　
こ
れ
以
上
、
税
金
を
使
う

覚
悟
が
あ
る
な
ら
ば
、
専
門

の
医
師
を
呼
ぶ
こ
と
は
で
き

る
と
思
う
。

　
し
か
し
、
全
国
的
に
専
門

医
が
減
っ
て
い
く
中
に
お
い

て
、
例
え
ば
総
合
医
で
地
域

医
療
に
真
剣
に
向
き
合
い
、

町
を
愛
し
て
く
れ
る
よ
う
な

医
師
を
発
掘
し
て
い
く
と
と

も
に
、
研
修
医
や
医
学
実
習

生
を
受
け
入
れ
地
域
に
根
を

張
っ
て
く
れ
る
医
師
を
育
て

て
い
き
た
い
。

持
続
可
能
な
社
会
の

　
　
　
　
　
構
築
を
目
指
す

医
師
確
保
に
繋
が
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
努
力
し
て
い
く
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⇒通常の処理法で得られる水質以上の水質を得る目的で行う処理法の

ことで、一般にリンや窒素を除去する処理法のこと

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

　
　
　
　
に
向
け
て

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
（
会
議
資

料
な
ど
の
紙
媒
体
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
て
削
減
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
事
業
の
経
済
的
・
時
間
的

な
効
率
化
を
図
る
こ
と
）
が
提

案
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
実
際
を
体

験
す
る
た
め
に
、
８
月
30
日

（
火
）
に
議
員
向
け
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
全
国
５
２
０
自
治
体
で
導
入

実
績
が
あ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会

シ
ス
テ
ム
ア
プ
リ「S

id
eB

o
o
k
s

」

を
運
営
し
て
い
る
東
京
イ
ン

タ
ー
プ
レ
イ
（
株
）
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
講
師
と
（
株
）
N
T
T
ド

コ
モ
C
S
の
ご
協
力
に
よ
り
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
（iP

a
d

）
を
デ
モ

機
と
し
て
用
意
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
一
人
1
台
ず
つ
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
用
い
な
が
ら
、
文
書
の

閲
覧
方
法
か
ら
メ
モ
の
取
り
方
、

ク
ラ
ウ
ド
上
へ
の
保
存
方
法
な

ど
初
歩
か
ら
実
践
的
な
使
用
法

ま
で
の
内
容
で
し
た
。

　
議
員
全
員
で
同
時
に
ア
プ
リ

を
動
作
さ
せ
な
が
ら
の
講
習
な

の
で
、
実
際
に
町
議
会
へ
導
入

し
た
際
の
利
点
や
課
題
も
即
座

に
共
有
さ
れ
、
各
人
の
イ
メ
ー

ジ
も
あ
る
程
度
は
っ
き
り
し
て

き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
講

師
の
方
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
導

入
実
績
の
み
な
ら
ず
上
手
く

い
っ
て
い
な
い
事
例
ま
で
ご
紹

介
い
た
だ
き
、
１
年
く
ら
い
か

け
て
徐
々
に
移
行
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
か
ら
、
来
年
度

導
入
を
め
ざ
し
準
備
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
議
員
全
員
で
決
め

ま
し
た
。
各
議
員
の
対
応
力
へ 

の
適
切
な
フ
ォ
ロ
ー
・
決
し
て

低
く
は
な
い
初
期
投
資
・
運
用

す
る
上
で
の
新
た
な
決
め
事
の

必
要
性
や
導
入
す
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
性
能
面
と
い
っ
た
解

決
す
べ
き
事
柄
も
見
え
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
現
在
紙
で
執
行
部
か

ら
提
出
さ
れ
る
議
案
書
を
デ
ー

タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
形
式
に
変
更
し

て
も
ら
う
な
ど
執
行
部
の
理
解

も
必
要
不
可
欠
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
は
、
導
入
後
も
し
ば

ら
く
は
従
来
の
紙
媒
体
と
の
併

用
と
な
る
た
め
、
一
時
的
に
事

務
量
が
増
大
す
る
こ
と
へ
の
職

員
の
理
解
と
協
力
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　
今
後
は
、
来
年
度
の
試
験
的

な
導
入
に
向
け
て
、
ま
た
将
来

は
役
場
内
業
務
全
般
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
の
実
現
性
も
検
討

し
つ
つ
、
課
題
を
洗
い
出
し
、

解
決
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

議会改革 すすめています
議会（委員会）活動報告

　
吾
妻
郡
の
新
し
い
ゴ
ミ
処
理

場
が
計
画
さ
れ
て
い
る
中
で
当

面
焼
却
灰
は
西
吾
妻
環
境
衛
生

施
設
組
合
の
最
終
処
分
場
が
受

け
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

施
設
に
は
上
水
道
が
な
く
近
く

整
備
す
る
こ
と
を
聞
い
た
。
ま

た
パ
ソ
コ
ン
も
こ
の
春
か
ら
よ

う
や
く
入
っ
た
と
い
う
か
ら
驚

き
だ
。

　
障
害
者
福
祉
の
す
き
っ
ぷ
と

や
ま
ど
り
も
調
査
に
伺
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
多

く
の
利
用
者
が
集
ま
っ
て
作
業

等
を
し
て
い
て
関
係
者
の
努
力

に
敬
意
を
表
し
た
い
。
や
ま
ど

り
で
は
利
用
者
の
１
ヶ
月
の
工

賃
が
１
万
７
千
円
を
超
え
２
万

円
を
目
標
と
し
て
い
る
と
い

う
。
野
菜
の
箱
作
り
や
ホ
テ
ル

の
ロ
ビ
ー
の
清
掃
な
ど
も
手
が

け
て
い
た
。

　
医
療
関
係
で
西
吾
妻
福
祉
病

院
と
応
桑
へ
き
地
診
療
所
を
調

査
し
た
。
福
祉
病
院
で
は
コ
ロ

ナ
病
床
10
床
を
整
備
し
、
診
療

所
で
は
プ
レ
ハ
ブ
の
発
熱
外
来

診
察
施
設
を
備
え
コ
ロ
ナ
に
対

す
る
対
策
が
進
ん
で
い
た
。

　
か
ら
ま
つ
荘
で
は
コ
ロ
ナ

禍
、
関
係
職
員
は
一
時
も
気
が

休
ま
る
間
が
な
い
。
団
塊
の
世

代
の
高
齢
化
が
更
に
進
む
と
必

要
性
は
一
層
高
ま
る
と
思
う
。

　
最
後
に
訪
れ
た
社
会
福
祉
協

議
会
の
取
り
組
み
は
多
岐
に
わ

た
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
の
カ
ギ
を
握
る
組
織
と

し
て
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
福
祉
有
償
運
送
事
業

が
開
始
さ
れ
た
の
は
一
歩
前
進

と
感
じ
た
。

　
３
年
ぶ
り
の
今
回
の
所
管
事

務
調
査
は
新
た
な
発
見
や
気
づ

き
が
あ
り
有
意
義
だ
っ
た
。

調査レポート

牧山　明　議員

　
７
月
20
日
（
水
）
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
と
町
当
局
と
合
同
で
管
内
福
祉
・
環

境
衛
生
施
設
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
に
し
あ
が
つ
ま
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
「
す
き
っ
ぷ
」
、
西
吾
妻
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
最
終
処
分
場
や
西
吾
妻
福
祉

病
院
を
は
じ
め
と
し
た
事
業
所
で
施
設
概

要
説
明
や
要
望
な
ど
を
受
け
、
各
現
場
の

課
題
や
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
見
識

を
広
め
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
合
同
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
　
福
祉
病
院
な
ど 

管
内
施
設
を
調
査

▲一般廃棄物最終処分場にて令和５年４月頃から

他組合の焼却灰の受け入れが始まることなど説明

を受けました。受け入れにあたり、高度処理施設

の建設や上水道の引き込み工事を予定していま

す。

▲障害福祉サービス事業所「やまどり」にてお饅

頭の箱作りをしている様子です。

▲へき地診療所にて発熱外来のプレハブ

の利用状況などの説明を受けました。旧

応桑幼稚園、旧へき地診療所の老朽化が

著しく課題となっています。

まきやま　 　あきら

　議会定例・臨時会の様子はどなたでも

傍聴すること ができます。

　傍聴される方は、議会開催日に直接議

場までお越しくだ さい。受付簿に氏名な

ど必須事項を記入の上、傍聴してくださ

い。予約は不要で会議中の入退室も自由

です。

※傍聴の際は、新型コロナウイルス感染

症予防のため、マスクの着用、手指の消

毒、検温のご協力をお願いします。

あなたも

議会を傍聴しませんか

※発行日現在の予定

12月

　  ６日（火）

　１５日（木）

次
回
定
例
会
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を受けました。受け入れにあたり、高度処理施設

の建設や上水道の引き込み工事を予定していま

す。

▲障害福祉サービス事業所「やまどり」にてお饅

頭の箱作りをしている様子です。

▲へき地診療所にて発熱外来のプレハブ

の利用状況などの説明を受けました。旧

応桑幼稚園、旧へき地診療所の老朽化が

著しく課題となっています。

まきやま　 　あきら

　議会定例・臨時会の様子はどなたでも

傍聴すること ができます。

　傍聴される方は、議会開催日に直接議

場までお越しくだ さい。受付簿に氏名な

ど必須事項を記入の上、傍聴してくださ

い。予約は不要で会議中の入退室も自由

です。

※傍聴の際は、新型コロナウイルス感染

症予防のため、マスクの着用、手指の消

毒、検温のご協力をお願いします。

あなたも

議会を傍聴しませんか

※発行日現在の予定

12月

　  ６日（火）

　１５日（木）

次
回
定
例
会



編
集
後
記

　
コ
ロ
ナ
感
染
の
第
７
波
が

続
く
中
、
令
和
３
年
度
の
決

算
認
定
が
終
わ
り
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

も
７
ヶ
月
を
越
え
更
に
長
期

化
の
懸
念
と
ロ
シ
ア
の
無
差

別
攻
撃
、
歴
史
を
70
～
80
年

遡
り
し
た
か
の
よ
う
な
残
虐

な
殺
戮
の
証
拠
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
地
球
環

境
の
維
持
や
人
類
の
存
続
可

能
な
発
展
を
め
ざ
し
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
Ｓ
と
は
相
容
れ
な
い
戦
争

を
一
日
も
早
く
終
わ
ら
せ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
取
り

戻
す
た
め
私
た
ち
も
協
力
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
コ

ロ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
よ

り
大
き
く
崩
さ
れ
た
経
済
の

民
主
的
立
て
直
し
と
町
民
の

皆
様
の
暮
ら
し
を
少
し
で
も

良
く
出
来
る
よ
う
な
議
会
活

動
を
目
指
し
ま
す
。

Ａ
・
Ｍ

◎
広
報
委
員

　委
員
長

　大
羽
賀

　進

　委

　員

　牧
山

　
　明

　
　
　
　
　萩
原

　宗
仁

　
　
　
　
　梶
野

　寛
丈

９月定例会の内容をお伝えします
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ＱＲコードから議会

だよりをダウンロー

ドできます

表紙：浅間牧場（説明16ページ）
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西吾妻福祉病院組合例月出納検査及び決算審査

第１回長野原町民生委員推薦会

吾妻広域町村圏振興整備組合議会 第２回定例会

吾妻環境施設組合議会 第２回定例会

吾妻郡町村議会議長会定例総会

議会運営委員会

東中学校 体育祭

西中学校 体育祭

町老連 輪投げ大会

長野原町議会全員協議会

令和４年９月第３回長野原町議会定例会

応桑小学校 運動会

第５回北軽井沢連絡会議

北軽井沢小学校 大運動会

第４９回吾妻地区福祉パレード

令和４年９月第３回長野原町議会定例会（２日目）

令和４年９月第３回長野原町議会定例会（最終日）

第７回 JGN 関東ブロック大会 in 浅間山北麓

３組合議会（環境衛生施設組合・衛生施設組合・西吾妻

福祉病院組合）

西吾妻福祉病院管理運営協議会

応桑こども園運動会

第 1 回地域公共交通活性化協議会

中央こども園運動会

戦没者追悼式

広報編集委員会

西中学校 校内文化祭

東中学校 校内文化祭

群馬県町村議会議長会理事会

プロポーザル審査委員会

浅間牧場活性化委員会

町村議会議長会 全国大会

東三河広域連合 視察受入

議会行政視察

議会運営委員会

　そろそろ紅葉の時期になります

ね。天丸山・県境への遊歩道を

通って浅間牧場の大自然を満喫し

てはいかがでしょうか。

議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

　応桑小学校６年生児童たちが議場を見

学し、議会事務局長と意見交換をしまし

た。

　議長席に誰が座って写真をとるかジャ

ンケンで決めている姿を微笑ましく思い

ました。

　7月21日に片品村議会総務観光常任委

員会の視察を受け入れました。テーマが

“八ッ場ダムの活用と地域振興につい

て”でありましたので、つなぐカンパ

ニーながのはらの佐藤会長をお招きしご

対応いただきました。

議会の主な活動

議会活動報告

表紙の写真

8月

9月

10月

11月


